
古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。
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６／１５平成１５年

（３減）７７,４００人　口
（５減）３８,８４０　　男
（２増）３８,５６０　　女
（１９増）３７,２１７世帯数

６月１日現在　推計（前月比）

�主な食中毒菌による症状・予防法

予　　　　　防　　　　　法主　な　原　因　食　品症　　状潜　伏　期　間細菌の種類

�魚介類は水道水でよく洗って菌を洗い流す

�夏季の魚介類の生食は注意し、わずかな時間

でも冷蔵庫で４℃以下に保存する（腸炎ビブリ

オは低温で増殖できない）

魚介類の刺身、すしが代表的。

その他、魚介類から二次汚染した

野菜の一夜漬けなど

激しい頭痛、

おう吐、下痢

１０～２４時間

（短い場合で２・

３時間）

腸炎ビブリオ

�手指の洗浄・消毒は十分に行う

�手指に切り傷や化のうのある人は、食品に直

接触れたり調理をしない

�にぎりめしを作るときは、ラップで包むよう

にして握る

手指などを介して、黄色ブドウ球

菌に汚染された食品。にぎりめし、

弁当、 サンドイッチ、 和菓子など
激しいおう吐、

腹痛、下痢

１～５時間

（平均３時間）
黄色ブドウ球菌

�食肉・卵などを取り扱った手指や調理器具は、

十分に洗浄・消毒する

�卵は新鮮なものを購入し、購入後は冷蔵保管

する

�割卵後は直ちに調理して早めに食べる

�肉や卵などの食品は十分加熱する

�ネズミ・ゴキブリ・ハエなどの駆除を行う

サルモネラに汚染されている肉や

卵を原材料として使用した場合で、

牛肉のたたき、食肉調理品（特に

鶏肉） 、自家製マヨネーズ、オム

レツなど

腹痛、水溶性の

下痢、発熱（３８

～４０℃） 、脱力

感、けん怠感

５～７２時間

（平均１２時間）
サルモネラ

　平成１４年の都内における食中毒発生件数は１１８件、患者数は
２�８４９人でした。食中毒は、腹痛、下痢、吐き気、おう吐などの
症状のほか発熱を伴うこともあります。
　蒸し暑いこれからの季節、食中毒に注意ください。
〔問い合わせ〕健康課� （３４８８） １１８１

みんなが大好きな給食タイム

きれいな手でたくさん食べよう

@きちんと清きちんと清潔　 おいしく食べよう

食事の前は手洗いを忘れずに

食中毒を予防するために ●
�細菌をつけない

　食中毒を起こす細菌は魚や肉、野菜などの素材についていま

す。調理時に手や調理器具等を介してほかの食品を汚染し、を汚染し、食

中毒の原因になることがあるので、手指、調理器具は常に具は常に清潔

にしましょう。　

�細菌を増やさない

　食中毒を起こす細菌の多くは、温度管理が悪いと時間の経過

とともに増えます。食品は冷蔵庫に保管して室内に放置しない

ようにし、調理された食品はできるだけ早く食べましょう。

�細菌をやっつける

　食中毒を起こす細菌のほとんどは熱に弱いので、食品の中心

まで十分に加熱しましょう。また、食器、調理器具（特に包丁、

まな板等） 、シンク等は、使用後に熱湯や塩素系漂白剤等で消

毒しましょう。　



広報こまえ　平成１５年（２００３年）６月１５日　�

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
８
時　

２９

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
・　

日
�
午

１９

２６

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１５

民
税
（
第
１
期
分
） 、
軽
自
動
車
税

は
、
６
月　

日
�
ま
で
に
納
め
て
く

３０

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課　

　

１
月
１
日
現
在
、
償
却
資
産
の
所

有
者
（
法
人
・
個
人
）
の
方
で
、
平

成　

年
度
分
の
申
告
を
ま
だ
し
て
い

１５
な
い
方
は
、
申
告
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
初
め
て
申
告
す
る
方
は
、

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽ 
償
却
資
産
と
は

　

事
業
用
資
産
で
、
法
人
税
ま
た
は

所
得
税
で
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る

資
産
（
別
表
参
照
）
を
い
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

〔
対
象
〕
狛
江
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳
児

（
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら　

年
４

１２

月
１
日
生
ま
れ
）
を
私
立
幼
稚
園
等

に
通
園
さ
せ
、
入
園
料
・
保
育
料
を

納
め
て
い
る
保
護
者

▽ 
保
護
者
補
助
金
（
月
額
３
�
１
０

０
円
〜
９
�
３
０
０
円
）　

平
成　
１５

年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

▽
就
園
奨
励
費
補
助
金　

平
成　

年
１５

度
の
市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、

該
当
す
る
方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽ 
新
入
園
支
度
金
（
７
�
０
０
０

円
）　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に

１５

入
園
し
た
方
（
１
人
１
回
限
り
）

〔
申
請
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で
に

２４

申
請
書
（
幼
稚
園
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
通
園
す
る
幼
稚
園

に
提
出
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

償
却
資
産
の
未
申
告
の
方
へ

課 税 客 体資産の種類

門、塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、外
装、庭園、その他土地に定着する土木設
備等

構築物１

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポン
プ、工作機械、建設機械、印刷機、ボイ
ラー装置、科学機械、コンベアー、医療機
械、その他物品の製造・加工等に使用
する機械及び装置等

機 械 及
び装置

２

ボート、釣船、貨物船等船舶３
飛行機、ヘリコプター、グライダー等航空機４

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大型
特殊自動車、ロードローラー、ブルドー
ザー、パワーショベル、タイヤローラー等
（ただし、自動車税、軽自動車税が課税
されるものは除く）

車 両 及
び 運 搬
具

５

机、椅子、計算機、測定工具、検定工具、
応接セット、陳列ケース、ロッカー、医療用
機器、理容・美容機器、金庫、タイプライ
ター、自動販売機、冷蔵庫、テレビ、クー
ラー、その他各種工具及び備品等

工具・器
具 及 び
備品

６

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税

１５

の
納
税
通
知
書
を
７
月　

日
�
に

１１

発
送
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
に

要
す
る
保
険
税
（
医
療
分
）
と
、

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
が
対
象

４０

６４

の
介
護
納
付
金
に
要
す
る
保
険
税

（
介
護
分
）
の
合
算
額
で
す
。
そ

の
税
率
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

今
年
度
は
、
税
率
等
の
改
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
、
所
得
割
の
算
出
方
法

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
分
の
最
高
限
度
額

が　

万
円
に
な
り
ま
す
。
介
護
分

５３
の
最
高
限
度
額
は
７
万
円
で
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
納
期
は
７
月　
３１

日
か
ら
翌
年
３
月
１
日
に
か
け
て

の
８
回
払
い
で
す
。

■
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
所
得

控
除
額
の
見
直
し

�
給
与
所
得
特
別
控
除
の
廃
止

　

給
与
所
得
者
に
適
用
し
て
い
た

２
万
円
の
特
別
控
除
が
な
く
な
り

ま
す
。

�
年
金
所
得
特
別
控
除
の
廃
止

　
　

歳
以
上
の
年
金
所
得
者
に
適

６５
用
し
て
い
た　

万
円
の
特
別
控
除

１７

が
な
く
な
り
ま
す
。

�
青
色
専
従
者
給
与
等
控
除
の
適

用
　

青
色
専
従
者
給
与
等
が
必
要
経

費
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

�
長
期
譲
渡
所
得
特
別
控
除
の
適

用
　

譲
渡
の
目
的
等
に
応
じ
て
長
期

譲
渡
特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
改
正
に
基
づ
き
、
今
年

度
の
所
得
割
額
を
算
定
し
ま
す
の

で
、
所
得
額
に
変
動
の
な
い
方
で

も
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
保
険
税
の
軽
減

　

前
年
の
合
計
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
保
険
税
（
医
療
分

の
均
等
割
額
・
平
等
割
額
お
よ
び

介
護
分
の
均
等
割
額
）
を
減
額
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
住
民
税
の
申
告
に
基
づ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し
て
い

な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
く
だ
さ

い
。

■
保
険
税
の
減
免

①
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き

②
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
居
の
親

族
が
死
亡
、
失
職
、
廃
業
、
疾
病

等
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少

し
、
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と
き

③
災
害
等
に
よ
り
資
産
に
重
大
な

損
害
を
受
け
た
と
き

④
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
４
人
以

上
加
入
し
て
い
て
、
収
入
が
一
定

額
以
下
の
場
合

　

以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
納

期
限
の
７
日
前
ま
で
に
減
免
申
請

書
に
事
情
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
発
送

※アパート、駐車場等を経営している場合、土
地・家屋以外の資産（エアコン、外溝、塀、ア
スファルト舗装、砂利敷、フェンス等）は、償
却資産に該当します。

■償却資産の例示

ななりりすすまましし対対策策ととししてて７７月月１１日日��かからら
婚婚姻姻届届ななどどのの届届けけ出出時時、、

本本人人確確認認をを実実施施ししまますす

市 民 課�

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
　

本
人
の
確
認
方
法

　
　

こ
の
制
度
の
目
的

　

近
年
、
全
国
的
に
、
自
分
が
知
ら

な
い
間
に
他
人
が
本
人
に
な
り
す
ま

し
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
等
の
届
け
出

を
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
虚
偽
の

戸
籍
届
出
事
件
が
発
生
し
、
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
か
ら
戸
籍
の
適
正
な
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
大
切
な
戸
籍
を
守
る
た
め
、
７
月

１
日
�
か
ら
戸
籍
の
届
け
出
を
す
る

方
に
、
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
身
分
証
明
書
な
ど
を
お
持

ち
で
な
い
方
や
代
理
の
方
で
も
届
け

出
は
で
き
ま
す
が
、
本
人
確
認
が
で

き
な
い
た
め
、
届
け
出
が
あ
っ
た
こ

と
を
届
出
人
へ
通
知
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

　

こ
の
制
度
は
、
虚
偽
の
届
け
出
を

し
よ
う
と
す
る
人
に
思
い
止
ま
ら
せ

る
抑
止
効
果
が
狙
い
で
す
。
万
一
虚

偽
の
届
け
出
が
行
わ
れ
て
も
、
ご
本

人
な
ど
に
届
け
出
の
事
実
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
不
正
が
わ
か
る
と
同

時
に
、
す
ぐ
対
応
手
段
が
と
れ
ま
す
。

　

届
け
出
の
際
、
来
庁
し
た
方
に
つ

い
て
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る
書
面
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
人
確
認
に
使
用
で
き
る
書
面
は
、

本
人
の
顔
写
真
、
氏
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、

許
可
証
、
資
格
証
明
書
な
ど
で
、
有

効
期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〔対象とする届け出〕

   ・婚姻届
   ・協議離婚届
   ・養子縁組届
   ・協議養子離縁届
   ・転籍届

介護分医療分

６�１００円１８�６００円均 等 割 額

２�０００円平 等 割 額

０．９５％５．５０％所得割税率

１８．５％資産割税率

７万円５３万円課税限度額

■平成１５年度国民健康保険
税の税率等

※介護分は４０歳から６４歳までの方が
対象です。
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農
家
の
庭

　

広
い
庭
の
あ
る
家
も
、
こ
の
ご
ろ

で
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
昔
の

農
家
に
は
、
主
屋
の
前
に
ひ
ろ
が
る

日
当
た
り
の
よ
い
庭
が
、
農
作
業
を

行
う
だ
い
じ
な
場
と
し
て
み
ら
れ
ま

し
た
。
庭
石
を
置
き
、
植
え
込
み
や

池
な
ど
の
あ
る
庭
と
違
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
庭
は
、麦
や
稲
、粟
、ソ
バ
、豆

な
ど
の
脱
穀
を
し
た
り
、
ひ
ろ
げ
た

む
し
ろ
で
干
し
た
り
す
る
の
に
、
欠

か
せ
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

六
月
の
麦
刈
り
が
す
む
と
、
夏
の

暑
い
盛
り
の
七
月
半
ば
ご
ろ
、
ク
ル

リ
棒
を
使
っ
て
麦
の
ノ
ゲ
（
ノ
ギ
）

を
落
と
す
、
ボ
ウ
チ
（
ボ
ウ
ウ
チ
・

棒
打
ち
）
と
よ
ぶ
作
業
が
庭
で
行
わ

れ
ま
す
。
麦
ボ
ウ
チ
は
、
戦
後
、
動

力
脱
穀
機
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

昭
和
二
十
二
、
三
年
ご
ろ
ま
で
は
、

狛
江
で
も
見
ら
れ
る
真
夏
の
農
事
風

景
で
し
た
。
足
踏
脱
穀
機
（
そ
れ
以

前
に
は 
金
扱 
き
と
も 
千
歯
扱 
き
と
も

か
な
ご 

せ
ん
ば
こ

よ
ぶ
脱
穀
機
）
で
首
か
ら
落
と
し
た

麦
の
穂
を
、
庭
い
っ
ぱ
い
に
、
じ
か

に
ひ
ろ
げ
て
、
ク
ル
リ
棒
で
打
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
季
節
に
は
、
地
面

が
乾
い
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
を
敷

か
な
く
て
も
大
丈
夫
で
し
た
。

　

麦
が
周
り
に
と
び
散
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
を
む
し
ろ
で
囲
い
、
向
か

い
あ
っ
た
打
ち
手
が
、
互
い
ち
が
い

に
ク
ル
リ
棒
で
麦
の
穂
を
叩
い
て
い

き
ま
す
。
大
き
な
農
家
で
は
六
人
か

ら
八
人
、
ふ
つ
う
四
人
く
ら
い
で
、

作
業
を
つ
づ
け
ま
す
。
暑
い
さ
な
か

の
こ
の
仕
事
は
、
汗
は
流
れ
る
し
、

ノ
ゲ
が
舞
う
と
体
中
が
チ
ク
チ
ク
す

る
し
、
大
変
き
つ
い
作
業
で
し
た
。

そ
の
と
き
の
仕
事
唄
で
あ
る
棒
打
唄

の
文
句
を
覚
え
て
い
た
明
治
生
ま
れ

の
人
や
、
安
政
生
ま
れ
の
曽
祖
母
か

ら
唄
を
聴
い
た
人
も
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ウ
チ
を
し
た
後
は
、 
篩 
に
か
け
、

ふ
る
い

 
唐
箕 
に
か
け
て
、
穀
粒
を
選
別
し
、

と
う
み

む
し
ろ
の
上
に
薄
く
ひ
ろ
げ
て
干
し

あ
げ
ま
す
。「
庭
を
み
れ
ば
、
ど
の
く

ら
い
の
農
家
か
わ
か
る
。
ど
れ
だ
け

の
干
し
物
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

で
」
と
い
い
ま
す
。
麦
を
む
し
ろ
八

十
枚
か
ら
百
枚
く
ら
い
に
干
す
の
は

大
き
な
農
家
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
脱
穀
、
選
別
、
乾

燥
な
ど
と
、
庭
は
だ
い
じ
な
仕
事
場

な
の
で
、
い
つ
も
平
ら
に
、
と
く
に

麦
ボ
ウ
チ
に
は
小
石
な
ど
な
い
よ
う

に
、
き
れ
い
に
掃
い
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
も
庭

に
穴
を
掘
っ
て
遊
ぶ
こ
と
な
ど
は
、

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

稲
籾
を
干
す
十
月
か
ら
十
一
月
、

霜
が
降
り
そ
う
な
と
き
に
は
、
夕
方

に
な
る
と
庭
に
わ
ら
く
ず
や
麦
か
ら

な
ど
を
敷
き
つ
め
て
、
霜
よ
け
の
ニ

ワ
フ
タ
（
ニ
ワ
ッ
プ
タ
と
も
）
を
し

ま
し
た
。

　

庭
土
が
荒
れ
る
と
、
胴
突
き
で
地

を
搗
き
固
め
、
ま
た
、
穴
が
あ
い
た

り
す
る
と
、
粘
土
質
の
田
ん
ぼ
の
土

と
庭
の
土
を
掘
り
ま
ぜ
て
穴
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
し
ま
し
た
。「
こ
の
辺
は

壁
っ
土
だ
か
ら
」
と
い
う
駒
井
や
猪

方
な
ど
の
、
粘
度
質
の
重
い
土
の
と

こ
ろ
で
は
、
庭
に
タ
ッ
ベ
（
霜
柱
）

も
立
た
ず
、
冬
で
も
草
履
を
汚
さ
ず

に
歩
け
た
も
の
で
し
た
。

　

麦
も
稲
も
作
ら
な
く
な
っ
て
、
農

家
の
庭
の
役
割
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　

中　

島　
　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１１３－

　

新
し
い
福
医
療
証
が
交
付
さ
れ
る

の
は
、
昭
和　

年
６
月
ま
で
に
生
ま

１１

れ
た　

歳
未
満
の
方
が
対
象
（
一
定

７０

の
障
害
の
あ
る
方
で
老
人
保
健
法
該

当
者
を
除
く
）
で
、
平
成　

年
中
の

１４

本
人
の
所
得
が
別
表
の
基
準
額
以
下

の
方
で
す
。
た
だ
し
、
社
会
保
険
の

被
保
険
者
本
人
、
生
活
保
護
受
給
者

等
は
除
き
ま
す
。

　

７
月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
福
医
療
証
と

健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
福
医
療
証
は
６
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
福
医

療
証
は
返
却
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
） 。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
申
請
す
る
と
一
部
負
担
金
の
限

度
額
（
月
額
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

国
主
催
に
よ
る
平
成　

年
度
慰
霊

１５

巡
拝
（
墓
参
）
は
、
ロ
シ
ア
・
中
国
・

モ
ン
ゴ
ル
・
中
部
太
平
洋
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
硫
黄
島
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課
ま
た

は
東
京
都
福
祉
局
指
導
援
護
課
�

（
５
３
２
０
）
４
０
７
６

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
６
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
第
二
小
学
校

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
か

１９

１０

ら〔
会
場
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁
会
議
室

※
事
前
抽
選
で　

人
ま
で
傍
聴
可
。

１５

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
し

た
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
。
７
月

　

日
�
必
着

１１〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
１

６
３
―
８
０
０
１
東
京
都
都
市
計
画

局
都
市
計
画
課
�
（
５
３
８
８
）
３

２
２
５
へ
。

７
月
１
日
か
ら
福
医
療
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

隔
月
１
日
（
偶
数
月
）
に
発
行
し
、

６
月
１
日
号
で
第
５
号
目
と
な
り
ま

し
た
。
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
団
体

の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
広
報
「
こ
ま
え
」
で
扱
っ
て
い

た
市
民
活
動
団
体
の
催
し
の
情
報
、

会
員
募
集
な
ど
の
情
報
（
ほ
っ
と
ら

い
ん
６
・　

）
を
独
立
さ
せ
、
掲
載

３９

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
、
活
動
の
紹
介
、
助
成
金
情
報
な

ど
を
掲
載
し
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
応

援
し
て
い
く
情
報
誌
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
団
体
活
動
を
し
て
い

な
い
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、

狛
江
の
風
物
や
名

所
、
耳
寄
り
な
情
報

な
ど
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
楽
し

く
使
え
る
情
報
誌

を
目
指
し
、「
わ
っ

こ
」
は
制
作
を
特
定
非
営
利
活
動
法

人
狛
江
応
援
団
に
委
託
し
、
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

配
布
は
広
報
「
こ
ま
え
」
と
同
様
、

新
聞
折
り
込
み
で
各
家
庭
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
各
公
共
施
設
や
喜
多

見
、
狛
江
、
和
泉
多
摩
川
の
３
駅
に

も
置
い
て
い
ま
す
。　　

　

今
回
、
わ
っ
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.kom

ae.info/f

re/w
acco/

）
を
開
設
し
、
市
民
活

動
団
体
の
活
動
情
報
を
幅
広
く
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
引
越
し

て
き
た
ば
か
り
。
わ
っ
こ
を
読
ん
で

狛
江
の
街
や
人
々
の
暮
ら
し
を
知
る

の
が
楽
し
い
」 、「
子
育
て
中
で
も
で

き
る
活
動
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」 、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み

よ
う
と
思
う
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
字

が
小
さ
く
読
み
に
く
い
」 、「
わ
っ
こ

を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
ご
意
見

に
は
、
よ
り
皆
さ
ん
に
読
み
や
す
い

紙
面
を
作
る
た
め
、
改
善
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

第
２
・
３
面
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｅ　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
る
の
は
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
団
体
、
も
し
く
は
市
内
で
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
団
体
と
し
て
い

ま
す
（
今
後
、 範
囲
を
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
） 。

　

掲
載
に
は
、
ま
ず
、「
わ
っ
こ
掲
載

団
体
登
録
」
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は

市
民
協
働
課
に
て
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
次
に
、「
掲
載
申
込
用
紙
」
に
記

事
を
書
き
、
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
締
め
切
り

は
、
発
行
前
月
の
５
日
で
す
（
休
日

の
場
合
は
前
日
） 。

〔
問
い
合
わ
せ
〕市
民
協
働
課
�（
３

４
３
０
）
６
８
７
０
・
電
子
メ
ー
ル

w
acco@

city.kom
ae.tokyo.jp

※
７
月
１
日
に
増
刊
号
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
第
１
５
８
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者
６．配偶者特別
７．寡婦（夫）・特別寡婦
８．その他

所得制限基準額扶養者の数

２�５７２�０００円０人

３�０５２�０００円１人

３�４３２�０００円２人

３�８１２�０００円３人

４�１９２�０００円４人

■所得制限基準額表（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

わっこ第５号　

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

�
第
２
回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

　

◆
わ
っ
こ
に
掲
載
す
る
に
は　
　

　

◆
昨
年　

月
に
創
刊　
　
　
　
　

１０



広報こまえ　平成１５年（２００３年）6月１５日　�

■一般会計
　１４年度の当初予算額は２２０億７�３００
万円で、６回の補正により５億９�０２７
万円を増額して、前年度からの繰越事
業分の２億８�７７１万円を含めた予算額
は、２２９億５�０９８万円となっています。
　３月３１日現在の予算額に対する執
行状況を歳入と歳出に分けると図（一
般会計予算の執行状況）のとおりです。
　収入済額は２０５億９�５２４万円で、予
算現額に対し８９�７％の執行率になっ
ています。
　支出済額は２０８億１�６２１万円で、予
算現額に対し９０�７％の執行率になっ
ています。
■特別会計
　各特別会計予算の執行状況は、表
（各会計別予算の執行状況）のとおり
です。

■市債
　市債は、市の借金で小・中学校、公
共下水道等の整備の一部として国や
都、銀行などから借りているものです。
　

　市債の借入の状況は図（市債現在高
の状況）のとおりです。
■市有財産
　庁舎、学校、市民センター、地域セ
ンターなどの建物や土地、その他の財
産は次のとおりです。
▽ 土 地３２万６０３�　▽ 建 物１２万
７�４５２�　▽各基金計７億７１４万円
〔問い合わせ〕財政課

財 政 状 況

執行率
支出済額収入済額

歳入・歳出予算現額区分
支　出収　入合　計下半期上半期当初予算会計名

９０�７８９�７２０８億１�６２１２０５億９�５２４２２９億５�０９８１億３�００５７億４�７９３２２０億７�３００一 般 会 計

８８�３９１�８４９億２�２０１５１億１�９５１５５億７�５７２５６９１億４�８９６ ５４億２�１０７国民健康保険

特

別

会

計

８９�４９３�６５０億８�３９４５３億２�０５１５６億８�７３１３億４�６９８６�９６４５２億７�０６９老人保健医療

８７�３９４�０２０億９�１６８２２億５�２２１２３億９�７２０８�５３４５�９１６２２億５�２７０介 護 保 険

８６�８８８�７１５億９�４０１１６億２�８１９１８億３�５５７２�０３２１８億１�５２５公共下水道

９９�４９６�５７�８９６７�６６３７�９４３７�９４３駐車場事業

９０�７９６�７９億７�８７２１０億４�２５５１０億７�８５３△１億３�７１８１２億１�５７１受託水道事業

８９�８９１�０３５５億６�５５３３６０億３�４８４３９６億　４７４４億５�１２０１０億２�５６９３８１億２�７８５合　 計

（単位：万円、％）■各会計別予算の執行状況

２３３億１�４５４万円一　般　会　計

５３億 ４�１１０万円公共下水道特別会計

４億５�１７７万円駐車場事業特別会計

２９１億　７４１万円合　　　　　計

構成比借入残高

４１�９％９７億７�５０２財 務 省

２５�２％５８億７�０３６東 京 都

１４�７％３４億３�６６８総 務 省

１１�１％２５億７�８２２市 中 銀 行

４�９％１１億４�０１６公営企業金融公庫

２�２％５億１�４１０共 済 等

１００�０％２３３億１�４５４合　　　　　　計

■一般会計 （単位：万円）
構成比借入残高
４７�６％２５億４�３５０財 務 省
３９�３％２０億９�９６７公営企業金融公庫
１３�１％６億９�７９３総 務 省
１００�０％５３億４�１１０合　　　　　　計

■公共下水道特別会計

構成比借入残高
６６�７％ ３億    １４１公営企業金融公庫
３３�３％１億５�０３６総 務 省
１００�０％４億５�１７７合　　　　　　計

■駐車場事業特別会計

２２０億７,３００万円２２０億７,３００万円当 初 予 算   当  初  予  算   
（１３年度からの繰越事業分 ２億８,７７１万円）　（１３年度からの繰越事業分  ２億８,７７１万円）

�� 　都市計画道路３・４・１６号線整備事業（岩戸都市計画道路３・４・１６号線整備事業 （岩戸北）他北）他
２,９６８万円２,９６８万円６月補正予算　  ６月補正予算

　和泉児童館事業運営委託和泉児童館事業運営委託

�� 　市道８２４号線道路用地取得市道８２４号線道路用地取得　
　小学校図書室開放関係工事小学校図書室開放関係工事　他他
４億３,０５４万円４億３,０５４万円９月補正予算　  ９月補正予算

　元気を出せ商店街事業補助金元気を出せ商店街事業補助金

�� 　財政調整基金積立金財政調整基金積立金　
　繰越金の整理（歳入）繰越金の整理 （歳入） 　他他
２億９,１８０万円２億９,１８０万円１２月補正予算　 １２月補正予算

　児童遊園用地取得児童遊園用地取得�� 　児童・育成手当 他児童・育成手当　他
△１億６,１７５万円△１億６,１７５万円３月補正予算　  ３月補正予算

　知的障害者援護施設措置費知的障害者援護施設措置費
　予算不用額の整理 他予算不用額の整理　他

狛江市まちづくり総合プラン策定　狛江市まちづくり総合プラン策定

NPO情報誌関係費　NPO情報誌関係費

狛江市民証作成　狛江市民証作成

痴呆性高齢者グループホーム整備事業補助　痴呆性高齢者グループホーム整備事業補助

子ども家庭在宅サービス事業　子ども家庭在宅サービス事業

ファミリーサポート事業　ファミリーサポート事業

教科書採択替関係費　教科書採択替関係費

古民家園管理運営費　古民家園管理運営費

中央図書館ホームページ運営費　中央図書館ホームページ運営費

耐震性貯水槽設置　耐震性貯水槽設置

財 政 状 況
　市の財政の実態を広く正しく理解していただくため、年２回
（６月と１２月）財政状況を公表しています。
　今回は、平成１４年度下半期（平成１５年３月３１日現在）の
執行状況についてお知らせします。

平成１４年度下半期

歳 入歳  入

歳 出歳  出

事業別事業別

借入先別借入先別
平成１４年度一般会計予算の状況

市民の市税負担の状況

一般会計予算の執行状況

平成１４年度主な事業



�　広報こまえ　平成１５年（２００３年）６月１５日

あなたの子育て
手助けします
　市では、進行していく少子化社会を背景として、子どもが健やか

に成長し、親たちが安心して子どもを育てることのできるまちづく

りのため「ともにつくる、子どもが健やかに育ち、安心して子育て

のできるまち・狛江」（狛江市あいとぴあレインボープラン・子育

て分野編基本理念）を目指して子どもと子育て支援の施策を推進し

ています。

　子どもと子育て家庭を支援するため、市が行っているサービスと

子育てに関する相談窓口の一部を紹介します。

〔問い合わせ〕児童福祉課

　

保
護
者
の
方
が
、
出
産
・
病
気
・

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
、
緊
急
あ
る
い
は

一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
家
庭
で
養
育

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
日
中
お

預
か
り
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
生
後　

日
〜

５７

３
歳
未
満
の
児
童

〔
実
施
場
所
〕市
内
家
庭
福
祉
員（
保

育
マ
マ
）
宅

〔
利
用
料
〕１
日
１
�
５
０
０
円（
食

事
等
別
・
午
前
７
時　

分
〜
午
後
６

３０

時
の
う
ち
８
時
間
）

〔
利
用
期
間
〕原
則
７
日
間
以
内（
日

曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

保
護
者
の
方
が
、
病
気
や
介
護
な

ど
で
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
お
子
さ

ん
を
家
庭
で
養
育
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
に
、
市
が
指
定
す
る
施
設
で
短

期
的
に
養
育
し
ま
す
（
宿
泊
も
で
き

ま
す
） 。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
２
〜　

歳
の

１２

児
童

〔
実
施
場
所
〕
児
童
養
護
施
設　

二

葉
学
園
（
調
布
市
上
石
原
）

※
保
育
園
・
学
校
等
の
送
迎
も
し
ま

す
。

〔
利
用
料
〕１
日
２
�
０
０
０
円（
食

事
等
実
費
別
途
）

〔
利
用
期
間
〕原
則
７
日
間
以
内（
年

中
無
休
）

　

核
家
族
等
で
出
産
直
後
、
母
親
と

新
生
児
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
方
が

い
な
い
家
庭
に
育
児
や
家
事
等
の
支

援
を
す
る
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
出
産
後
１
カ

月
以
内
の
母
親
と
新
生
児
の
い
る
家

庭
（
多
胎
の
場
合
１
年
以
内
）

〔
実
施
場
所
〕
依
頼
者
の
自
宅

〔
利
用
料
〕
１
時
間
１
�
０
０
０
円

〔
利
用
期
間
〕
１
日
４
時
間
以
内
で

原
則　

日
以
内
（
日
曜
日
・
祝
日
・

１０

年
末
年
始
を
除
く
。
多
胎
の
場
合
別

に
、
１
年
間　

日
以
内
）

１５

※
こ
の
事
業
は
、
７
月
１
日
か
ら
開

始
す
る
新
規
事
業
で
す
。
申
し
込
み

は
こ
れ
以
降
に
な
り
ま
す
。

〔
受
付
日
時
〕
月
〜
土
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
６
時　

分
３０

〔
３
事
業
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
〕
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�

（
５
４
３
８
）
６
６
０
６
へ
。

　

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ

ん
が
風
邪
や
下
痢
、
伝
染
病
の
予
後

な
ど
で
こ
れ
ら
の
施
設
に
預
け
ら
れ

な
い
と
き
に
、
病
院
に
併
設
さ
れ
た

保
育
室
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
未
就
学
児
童

で
保
育
園
等
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

程
度
の
「
病
後
」
ま
た
は
「
病
児
」

で
、
医
師
が
病
児
保
育
室
に
入
室
可

能
と
認
め
た
児
童

〔
実
施
場
所
〕
狛
江
す
こ
や
か
病
児

保
育
室
（
野
沢
医
院
内
）

〔
利
用
料
〕１
日
２
�
０
０
０
円（
昼

食
・
お
や
つ
等
は
別
途
用
意
）

※
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

年
度
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
無
料
） 。

〔
利
用
時
間
〕
午
前
８
時
〜
午
後
６

時
（
土
曜
日
は
午
後
２
時
ま
で
・
日

曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
す
こ
や
か
病

児
保
育
室
�
（
３
４
８
９
）
２
５
５

７　「
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い

方
（
利
用
会
員
） 」
と
「
育
児
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
方（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）

 
」
と
が
会
員
に
な
り
、
地
域
の
中
で

助
け
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
会

員
制
の
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
双
方
の
要
望
の
調
整
を
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
説
明
会
に
参

加
し
、
会
員
登
録
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
は
、
講
習

会
を
受
講
し
て
か
ら
会
員
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
援
助
の
例
〕

▽
保
育
施
設
等
ま
で
の
送
迎

▽
保
育
施
設
等
の
開
始
時
ま
で
や
終

了
後
の
預
か
り

▽
放
課
後
や
学
童
保
育
終
了
後
の
預

か
り

▽
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校

行
事
の
際
預
か
る
こ
と

▽
買
い
物
な
ど
の
外
出
の
際
預
か
る

こ
と　

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
の
利
用

会
員
の
生
後　

日
〜
小
学
校
６
年
生

５７

ま
で
の
児
童

〔
利
用
時
間
〕
午
前
６
時
〜
午
後　
１０

時〔
報
酬
（
謝
礼
金
） 〕
児
童
１
人
１
時

間
あ
た
り
�
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時

〜
午
後
７
時
、
７
０
０
円
�
�
以
外

の
時
間
帯
お
よ
び
土
・
日
曜
日
・
祝

日
と
年
末
年
始
、
８
０
０
円

▽
説
明
会

〔
日
時
・
場
所
〕
�
６
月　

日
�
午

２１

前　

時　

分
か
ら
岩
戸
児
童
セ
ン

１０

３０

タ
ー
�
９
月　

日
�
午
後
７
時
か
ら

２４

和
泉
児
童
館

〔
申
込
方
法
〕
当
日
会
場
へ
（
事
前

に
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、

登
録
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
）

〔
託
児
〕
２
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の

託
児
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
２
日
前
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
和

泉
児
童
館
内
）
�
（
３
４
８
０
）
１

５
８
７
（
日
・
月
曜
日
・
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
、
午
前　

時
〜
午
後

１０

６
時
）

　

子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
を
受
け
ま
す
。
来
館
し
て
、

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、

ご
家
庭
へ
訪
問
し
て
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
乳
幼
児
の
楽
し

い
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ

る
「
ぱ
ー
く
ル
ー
ム
」
も
あ
り
、
専

門
相
談
員
も
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
親
子
の
ク
ラ
ブ
活

動
や
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
相
談
専
用
〕
�
（
５
４
３
８
）
６

６
０
５
（
月
〜
土
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
６
時　

分
）・
�（
３
４
８
９
）５

３０

１
８
２
・
電
子
メ
ー
ルtanpopo@

ans.co.jp

　

和
泉
児
童
館
内
で
新
た
に
整
備
し

た
乳
幼
児
親
子
の
専
用
ル
ー
ム
「
ひ

ま
わ
り
ル
ー
ム
」
を
中
心
に
、
子
育

て
に
関
す
る
交
流
や
仲
間
づ
く
り
、

育
児
講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通

じ
て
相
談
員
や
児
童
館
職
員
が
子
育

て
に
関
す
る
身
近
な
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

〔
相
談
日
時
〕
月
〜
金
曜
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時
�
（
３
４
８
０
）
１

４
４
１
（
和
泉
児
童
館
内
）

　　

乳
幼
児
の
発
育
や
発
達
な
ど
身
近

な
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
専
門
の

相
談
員
や
保
育
士
等
が
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
月
に
１
回
、
保
育
園
の

園
庭
開
放
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
相
談
日
時
〕
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
�
（
３
４
８
９
）
２
４
４

１

◆
産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

◆
病
児
保
育
事
業

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業

◆
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
ぴ
よ
ち
ゃ
ん
」

◆
駄
倉
保
育
園
子
育
て
相
談
室

◆
一
時
保
育
事
業

◆
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

子 
育 
て 
支 
援 
サ 
ー 
ビ 
ス

子

育

て

相

談

子　

育　

て　

相　

談

◆
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た

ん
ぽ
ぽ
」（
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
）クラブ活動

駄倉保育園

ひまわりルーム



　
〔
日
時
〕
７
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
、
個
別
に
問
診
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
７
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
、
個
別
に
問
診

票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

家
に
込
も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
、
時
に
は
外
に
出
て
、
歌

や
手
遊
び
・
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
と

お
し
て
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て
に
関

す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
・
７
月　

日
・

２４

１５

８
月
５
日
（
各
火
曜
日
・
全
３
回
）

午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
狛
江
市

１０

健
康
相
談
所
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

バ
ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
ま
た
は
�
（
３

１６４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
６
月　

日
�
午

２０

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽
７
月
３
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 　

お
お
む
ね
４
〜
５
歳
く
ら
い
（
就

学
前
）
の
お
子
さ
ん
で
、
発
音
に
心

配
の
あ
る
方
、
言
葉
の
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
期
間
〕　

月　

日
ま
で
〔
対
象
〕

１１

３０

市
内
在
住
で　

歳（
４
月
１
日
現
在
）

６４

 
の
方
〔
費
用
〕
無
料
（
た
だ
し
、
相

談
の
結
果
、
精
密
検
査
や
治
療
が
必

要
な
場
合
は
、
自
己
負
担
）
※
対
象

者
に
は
相
談
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕 
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

１８

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１
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■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
育
児
相
談

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１５

２２

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談

　
　
　

〜
育
児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
歯
科
健
康
相
談

か

ら

だ

動

か

し

て

い

ま

す

か

健
康
日
本

身
体
活
動
・
運
動
編

２１

■最近、歯科健診を受けましたか？

どうしてむし歯になるの

歯の表面についているネバネバした歯垢
の中には、むし歯菌がたくさんいて食事や
間食で摂取した糖分をもとに酸を発生さ
せ、口の中を酸性にします。すると、歯の
表面のエナメル質が溶け出し（脱灰）むし
歯がつくられ始めます。しかし、唾液には
酸性に傾いた口の中を中和する力が備
わっているので、しばらくするとアルカリ
性へ引き上げられ、いったん脱灰した歯も
再び元の状態に戻ります（再石灰化） 。

むし歯を予防するにはどうしたらいい

▽食事や間食の時間を決めましょう。
▽ていねいな歯磨き（ブラッシング）をし
ましょう。
▽歯質を強くしましょう。
　フッ素塗布の利用等
▽定期的な健診を受けましょう。

市ではどのような健診をしているの

健康課では、１歳３カ月～４歳児未満の乳
幼児歯科健診を行っています。健診は、む
し歯の有無を早期発見するために行うも
のなので、探針を使っての正確なむし歯の
ランク付けは必要ありません。そこで、主
に視診で、探針は極力使わないことになり
ました。
〔問い合わせ〕健康課�（３４８８）１１８１

Q

A

Q

A

Q

　

よ
く
体
を
動
か
し
た
り
定
期
的
に
運
動
し
て
い
る
人
は
、
肥
満
、
高
血

圧
、
心
臓
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
に
く
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
は
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
健
康
増

進
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
し
か
し
、「
運
動
」
と
聞
く
だ
け
で

「
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
か
「
大
変
そ
う
」
と
尻
ご
み
す
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
運
動
を
大
変
な
こ
と
と
考
え
ず
、
ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
で

気
軽
に
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

▽
そ
の
�　

ま
ず
は
歩
き
ま
し
ょ
う
。
方
法
は
少
し
速
く
、
大
ま
た
で
少

し
長
い
距
離
を
歩
く
こ
と
。
心
肺
機
能
が
増
進
し
、
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
し
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
き
ま
す
。
健
康
日
本　

で
は
日
常
生
活

２１

に
お
け
る
歩
数
の
目
標
値
を
、
現
状
の
男
性
８
�
２
０
２
歩
（
５
�
４
３

６
歩
） 、 女
性
７
�
２
８
２
歩 （
４
�
６
０
４
歩
） か
ら
２
０
１
０
年
に
は
、

男
性
９
�
２
０
０
歩 （
６
�
７
０
０
歩
） 以
上
、
女
性
８
�
３
０
０
歩 （
５
�

９
０
０
歩
）
以
上
と
定
め
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
の
数
値
は　

歳
以
上
の
高
齢
者

７０

▽
そ
の
�　

○
○
し
な
が
ら
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、家
事
を
し
な
が
ら

な
ど
日
常
生
活
の
中
に
、足
の
上
げ
下
げ
や
曲

げ
伸
ば
し
、
腹
筋
や
股
関
節
伸
ば
し
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
を
加
え
る

な
ど
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

A

　

井
戸
水
か
ら
ヒ
素
が
検
出
さ
れ

た
報
道
を
利
用
し
、あ
た
か
も
水
道

水
が
危
な
い
と
思
わ
せ
て
浄
水
器

を
訪
問
販
売
す
る
者
が
い
ま
す
の

で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課
�
（
３
４

８
０
）
０
２
０
１

浄
水
器
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

〔
募
集
住
宅
〕
都
営
狛
江
ア
パ
ー

ト
の
う
ち
４
戸

〔
対
象
〕
�
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方
�
同
居
親
族
が
い
る
方
�
世

帯
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

に
あ
る
方
�
住
宅
に
困
っ
て
い
る

方

〔
募
集
案
内
〕
産
業
生
活
課
で
６

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
（
土
・

１８

２７

日
曜
日
を
除
く
）
配
布

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
か
ら　

日
�
（
消
印
有
効
）

１８

２７

ま
で
に
〒
２
０
１
―
８
５
８
５
狛

江
市
役
所
市
民
部
産
業
生
活
課
へ
。

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）
の
入
居
者
募
集

■
こ
と
ば
の
相
談

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場



〔
日
時
〕
７
月
５
日
�
午
前　

時
開

１１

演
〔
内
容
〕
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
ぶ

ん
ぶ
ん
」
に
よ
る
人
形
劇
〔
定
員
〕

先
着
１
０
０
人
（
無
料
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

２８

ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

を
考
え
る
会
狛
江
市
実

行
委
員
会
（
環
境
改
善

課
）

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２９

１０

午
後
３
時
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
付
〕
店
舗
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
・　

日
（
定

１６

１７

数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
か

２２

１０

ら
〔
会
場
〕
市
内　

会
場
〔
内
容
〕

１５

�
住
宅
相
談
�
包
丁
研
ぎ
�
ま
な
板

削
り

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
土
建
一
般
労

働
組
合
狛
江
支
部
�
（
３
４
８
０
）

９
７
６
１

　

不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り
、

雇
用
調
整
を
行
う
事
業
主
の
方
は

「
雇
用
調
整
方
針
」
を
労
働
局
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
離
職
し
た
方
々

の
早
期
再
就
職
支
援
の
た
め
に
、
各

種
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
業
経
費
や
雇
入
れ
に
つ
い

て
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
労
働
局
職
業

対
策
課
�
（
３
８
１
８
）
８
９
６
０

　

市
が
借
り
上
げ
て
い
た
猪
方
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
、
用
地
が
売
却
さ
れ
た

た
め
、　

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な

１０

く
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕
７
月
１
日
�
正
午
か
ら

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
費
用
〕
５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
７０

以
上
（
先
着　

人
）

５０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

▽
求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー　
〔
日

時
〕
６
月　

日
�
・　

日
�
午
前　

２６

２７

１０

時
〜
午
後
４
時
〔
対
象
〕
両
日
と
も

出
席
可
能
な　

歳
以
上
の
求
職
活
動

４０

中
の
方
〔
定
員
〕　

人
（
申
込
多
数

６０

の
場
合
は
抽
選
）〔
会
場
〕
東
京
都
国

分
寺
労
政
会
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
東
京
都
国
分
寺
労
政

１６事
務
所
�
０
４
２
（
３
２
３
）
８
５

１
１
へ
。

▽
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー　

市
役

所
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を

検
索
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔
日
時
〕
７
月
３
日
・　

日
・　

日
・

１０

１７

　

日
・　

日
（
全
５
回
・
各
木
曜
日
）

２４

３１

午
後
７
時
〜
９
時

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
公
民
館
�

（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

正
午
〔
定
員
〕
小
学
生
先
着　

人
３０

（
無
料
） 〔
持
ち
物
〕
鉛
筆
・
消
し
ゴ

ム〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１６ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

へ
。

〔
日
時
〕
７
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
〔
対
象
〕
女
性
〔
定
員
〕　

人
２０

（
無
料
） 〔
講
師
〕
竹
中
静
枝
さ
ん 

〔
持
ち
物
〕
浴
衣
・
半
幅
帯
・
腰
紐

２
〜
３
本
・
タ
オ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１６セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

〔
対
象
〕
市
民
〔
期
間
〕
７
月
８
日

〜
翌
年
３
月　

日
（
全　

回
・
火
曜

２３

３２

日
午
後
７
時
〜
９
時
）〔
コ
ー
ス
〕
▽

初
級
コ
ー
ス
「
初
め
て
手
話
を
学
ぶ

方
」
▽
中
級
コ
ー
ス
「
初
級
コ
ー
ス

修
了
者
ま
た
は
１
年
程
度
の
学
習
経

験
の
あ
る
方
」
▽
上
級
コ
ー
ス
「
中

級
コ
ー
ス
修
了
者
」
各
コ
ー
ス
定
員

　

人
程
度
※
２
回
目
の
再
受
講
可

４０〔
費
用
〕
３
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
�（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

　

毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
前
中
に
普

通
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
消
防
署
�

（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時　

１５

３０

分
〜
４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ

３０

ホ
ー
ル
（
無
料
） 〔
講
師
〕
石
川
哲
さ

ん
（
北
里
研
究
所
病
院
臨
床
環
境
医

学
セ
ン
タ
ー
長
）〔
演
題
〕
住
ま
い
と

健
康

〔
問
い
合
わ
せ
〕
住
ま
い
と
健
康
学

習
会
実
行
委
員
会
�
（
３
４
３
０
）

５
４
３
１

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

５
時
〔
会
場
〕
明
治
大
学
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
〔
対
象
〕
小
学
校
３
年
生
〜

中
学
校
３
年
生
（
無
料
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
明
治
大
学
理
工
学

部
・
平
良
�
０
４
４
（
９
３
４
）
７

５
６
５

■
ホ
タ
ル
の
夕
べ

■
普
通
救
命
講
習

■
猪
方
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
閉
鎖

■
い
き
い
き
広
場
〜
ド
キ
・
ド
キ
た

ん
け
ん
コ
ウ
ミ
ン
カ
ン　

ひ
み
つ

の
場
所
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
〜

催
　
し�

�

�

■
七
夕
さ
ま
と
人
形
劇

■
第　

回
東
京
土
建
住
宅
デ
ー

２６

　

身
近
な
家
庭
内
や
近
隣
関
係
の

中
な
ど
で
人
権
問
題
を
抱
え
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
３
木
曜

日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

「
人
権
身
の
上
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
（
当
日
先
着
順
） 。

　

現
在
、
３
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
人
で
あ
る
松
崎
正
勝
委
員

が
４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

引
き
続
き
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

■
初
心
者
が
楽
し
め
る
ビ
リ
ヤ
ー

ド
教
室

■
浴
衣
を
着
ま
し
ょ
う

■
手
話
講
習
会

■
市
民
の
た
め
の
住
ま
い
と
健
康

セ
ミ
ナ
ー

■
夏
休
み
科
学
教
室

　

個
人
は
自
分
の
家
の
内
外
を
美
し

く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
街
全

体
の
住
環
境
に
つ
い
て
は
無
力
で
す
。

街
の
印
象
は
街
路
の
美
し
さ
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

街
路
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
を
、

２
点
だ
け
簡
単
に
挙
げ
て
み
ま
す
。

１　

若
葉
の
季
節
が
来
る
と
、
緑
の

衣
で
ボ
ロ
を
隠
す
よ
う
に
蘇
る
の
が

東
京
の
多
く
の
街
路
樹
で
す
。

　

葉
の
な
い
冬
の
間
も
、
枯
枝
だ
け

で
惚
れ
惚
れ
す
る
ほ
ど
美
し
い
姿
を

見
せ
て
ほ
し
い
と
言
う
の
が
私
の
願

い
で
す
。
樹
種
と
剪
定
方
法
の
選
択

を
専
門
家
に
考
え
て
頂
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

２　

街
路
樹
と
電
柱
・
電
線
と
の
関

係
で
す
。

　

新
し
く
整
備
さ
れ
た
道
路
に
例
え

ば
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
植
栽
さ
れ
る
と
、

各
季
節
に
良
い
姿
で
街
を
飾
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
目
を
少
し
上
げ
る
と
、

遥
か
に
高
い
電
柱
が
空
を
仕
切
り
、

電
線
は
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
と
走
っ
て
い

る
の
が
目
に
付
き
ま
す
。

　

電
線
も
大
事
で
す
が
、
地
中
化
で

き
な
い
な
ら
ば
、
せ
め
て
次
善
の
策

と
し
て
街
路
樹
で
隠
せ
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
大
き
く
な
っ
た
街
路
樹

と
競
合
し
な
い
よ
う
に
、
街
路
樹
は

歩
道
の
外
側
に
、
電
柱
は
内
側
に
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
他
市

で
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
。

家
庭
内
や
近
隣
関
係
な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
伺
い
ま
す

�　広報こまえ　平成１５年（２００３年）６月１５日
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東野川四丁目在住

街
路
樹

〔
期
間
〕
７
月　

日
�
ま
で

３１

〔
内
容
〕一
般
家
庭
の
カ
ラ
ス
の
巣

を
撤
去

※
公
園
、
街
路
樹
、
事
業
所
、
団
地

等
の
敷
地
の
樹
木
や
電
柱
に
あ
る

巣
は
対
象
外（
管
理
者
の
対
応
と
な

り
ま
す
） 。

〔
条
件
〕
�
相
談
者
（
被
害
者
）
が

親
鳥
か
ら
威
嚇
や
攻
撃
を
受
け
て

い
る
こ
と
�
樹
木
等
の
あ
る
土
地

の
所
有
者
か
ら
撤
去
に
つ
い
て
同

意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
多
摩
環

境
事
務
所
自
然
環
境
課
�
０
４
２

（
５
２
３
）
３
１
７
１

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

カ   
ラ   
ス 

の  

巣 

を  

撤  
去

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〔
対
象
世
帯
〕　

歳
以
上
単
身
・　

６５

６５

歳
以
上
の
み
の
世
帯
・
身
体
障
害
者

手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者

が
い
る
世
帯

〔
利
用
上
の
注
意
〕
通
常
配
達
し

て
い
る
商
品（
配
達
料
を
支
払
っ
た

場
合
を
含
む
）
等
の
場
合
は
、
配
達

証
明
カ
ー
ド
を
事
業
者
に
渡
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕産
業
生
活
課
ま
た

は
狛
江
市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）

０
１
７
８

■
こ
ま
え
楽
市

■
雇
用
再
生
集
中
支
援
・
創
業
支
援

お
知
ら
せ�

■
若
葉
会
会
食
会

セ
ミ
ナ
ー�

■
再
就
職
を
決
め
た
い
方
へ

募集人数対象学年テーマ

２０人
小学校４年生～
６年生

ラジオを作ろうA

７人
小学校４年生～
中学校３年生

エンジンを作ろうB

８人
中学校１年生～
３年生

コマを作ろうC

２０人
小学校４年生～
中学校３年生

ホームページを作ろうD

３０人
中学校１年生～
３年生

多面体で双曲面を作ろうE

１５人
小学校３年生～
中学校３年生

雪や氷の世界を体験しようF

■科学教室テーマ

商
店
宅
配
事
業
の
名
簿
配
布

環　

境　

を　

考　

え　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
声

�
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第　

回
狛
江
市
民
ま
つ
り
を　

月

２７

１１

　

日
�
・　

日
�
に
開
催
し
ま
す
。

１５

１６

〔
応
募
条
件
〕
協
賛
金
品
に
つ
い
て

は
協
賛
者
名
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
掲

載
（
協
賛
金
５
�
０
０
０
円
以
上
か

ら
）〔
応
募
資
格
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
協
賛

金
品
は
９
月　

日
�
ま
で
の
平
日
、

１２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
６
月　

日
�
ま
で

３０

の
平
日
、
い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時
ま
で
に
市
民
ま
つ
り
事

務
局
（
市
民
協
働
課
）
へ
。

〔
募
集
霊
園
〕
多
磨
、
小
平
、
八
王

子
、
八
柱
、
青
山
の
５
霊
園
と
多
磨

合
葬
埋
蔵
施
設〔
申
込
書
配
布
期
間
〕

７
月
１
日
�
〜　

日
�
。
申
し
込
み

１４

は　

日
の
消
印
が
あ
り
、　

日
�
正

１４

１７

午
ま
で
に
新
宿
郵
便
局
必
着
有
効

〔
申
込
書
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕

産
業
生
活
課
へ
。

〔
応
募
資
格
〕
�
社
会
福
祉
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師

ま
た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
方
�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
の

１９

生
ま
れ
で
健
康
な
方
〔
募
集
人
員
〕

２
人
〔
勤
務
日
〕
月
〜
金
曜
日
の
平

日
、
月　

日
程
度
〔
勤
務
時
間
〕
午

１５

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
。
※
勤
務

３０

日
と
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
相
談
可

〔
勤
務
場
所
〕
社
会
福
祉
課

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日
を

１６

２３

除
く
）
の
間
に
履
歴
書
お
よ
び
資
格

証
明
書
ま
た
は
資
格
の
写
し
を
社
会

福
祉
課
へ
。

〔
職
種
〕
保
育
士
〔
資
格
〕
保
育
士

ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
（
保
育

士
養
成
学
校
等
在
学
中
の
学
生
も

可
）
の
あ
る
方
〔
勤
務
期
間
〕
７
月

　

日
�
〜
９
月　

日
�
で
市
が
定
め

１４

１６

る
期
間
〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時
〔
勤
務
場
所
〕
市
内

公
立
保
育
園
〔
募
集
人
数
〕　

人
程

１０

度〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

２０り
）
ま
で
に
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証

明
書
を
児
童
福
祉
課
へ
。

〔
職
種
〕
保
育
士
〔
資
格
〕
保
育
士

資
格
の
あ
る
方
〔
登
録
期
間
〕
８
月

１
日
〜
翌
年
３
月　

日〔
勤
務
時
間
〕

３１

午
後
５
時
〜
７
時　

分〔
勤
務
場
所
〕

１５

市
内
公
立
保
育
園
〔
募
集
人
数
〕
若

干
名

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
明
書
を
児
童
福
祉

課
へ
。

〔
受
験
資
格
〕
昭
和　

年
４
月
２
日

５８

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

６１

〔
試
験
の
程
度
〕高
校
卒
業
程
度〔
受

験
申
込
期
間
〕７
月
８
日
�
ま
で（
当

日
消
印
有
効
）〔
試
験
日
〕
第
１
次
試

験
９
月
７
日
�
〔
試
験
種
目
〕
教
養

試
験
、
適
性
試
験
お
よ
び
作
文
試
験

〔
問
い
合
わ
せ
〕
武
蔵
府
中
税
務
署

�
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１
１

■
図
書
室
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
４
時
か
ら
〔
絵
本
〕

２３
ぼ
く
に
げ
ち
ゃ
う
よ
、　

匹
の
か
え

１０

る
〔
お
は
な
し
〕
つ
い
で
に
ペ
ロ
リ

〔
絵
本
〕
ヤ
ギ
と
ラ
イ
オ
ン
〔
工
作
〕

お
り
が
み

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２０

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

き
み
は
、
大
水
と
大
雪
と
ジ
ャ
ン
グ

ル
と
、
ど
れ
が
い
い
？
〔
紙
芝
居
〕

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
１
０
１
ち
ゃ
ん

〔
工
作
〕
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
り
ま
す
。

■
ひ
ま
わ
り
の
集
い　
「
七
夕
遊
び
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１１

正
午
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
。
参
加

自
由

■
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」　
〔
日
時
〕
７
月

３
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か
ら
、

１０

Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら
〔
対
象
〕
１
歳

１１

以
上
の
乳
幼
児
親
子
〔
申
込
方
法
〕

６
月　

日
�
か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口

１７

〔
定
員
〕
各　

組
３０

■
卓
球
大
会　
〔
日
時
〕６
月　

日
�

２３

午
後
４
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
。

参
加
自
由
（
参
加
賞
あ
り
）

■
作
ろ
う　
「
キ
ラ
キ
ラ
壁
掛
け
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
〜　

日
�
午

２５

２７

後
３
時　

分
〜
４
時　

分
〔
対
象
〕

３０

３０

小
学
生
。
参
加
自
由

■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６
月　

日
１８

�
午
後
３
時　

分
〜
４
時
〔
対
象
〕

３０

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。
参
加

自
由

■
お
り
が
み
教
室　
〔
日
時
〕６
月　
２６

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生
。
参
加
自
由

■
高
学
年
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　
（
和

泉
児
童
館
合
同
）〔
日
時
〕
７
月　

日
２８

�
〜　

日
�

３０

２
泊
３
日〔
場

所
〕山
梨
県
小

菅
村
〔
対
象
〕

小
学
校
４
〜

６
年
生（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）〔
費
用
〕
９
�

５
０
０
円
〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
者

４０

説
明
会
〕
７
月　

日
�
午
後
６
時
か

１２

ら
〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�
〜
７

２４

月
５
日
�

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　
「
お
腹
の

中
か
ら
こ
と
ば
育
て
」
言
語
聴
覚
士

の
中
川
信
子
さ
ん
が
、
わ
か
り
や
す

く
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時

２８

１０

　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児

３０

１１

３０

の
保
護
者
〔
定
員
〕　

人
〔
申
込
方

２０

法
〕
６
月　

日
�
か
ら
電
話
ま
た
は

１６

窓
口
〔
託
児
〕
２
歳
以
上

■
た
ん
ぽ
ぽ
リ
ト
ミ
ッ
ク
７
月　

〔
日
時
〕
７
月
４
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午

前　

時
か
ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら

１０

１１

〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
親
子

〔
申
込
方
法
〕
６
月　

日
�
か
ら
電

１６

話
ま
た
は
窓
口
〔
定
員
〕
各　

組
４０

※
和
泉
児
童
館
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
の

重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
ふ
れ
あ
い
音
楽
会　
「
お
や
こ
で

楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
」
洗
足
学
園
音

楽
大
学
の
学

生
に
よ
る
生

演
奏
を
親
子

で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
〔
日
時
〕
６
月

　

日
�
午
後
１
時
開
場
、
１
時　

分

２９

３０

開
演
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
（
先
着

順
）〔
定
員
〕　

組
〔
申
込
方
法
〕
６

３０

月　

日
�
か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口

１６
■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
�

１９

午
前
９
時　

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）

４０

１１

〔
持
ち
物
〕
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い

服
装
で
、
着
替
え
・
タ
オ
ル
等
持
参
。

■
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
手
品
お

よ
び
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
６
月　
２０

日
�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

■
東
京
都
立
霊
園
の
使
用
者

■
臨
時
職
員

■
夏
季
臨
時
職
員
（
保
育
士
）

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
多
摩
川
保
育
園

　
　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
市
民
ま
つ
り
協
賛
金
品
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

募
　
集�

�

■
時
間
外
・
延
長
保
育
臨
時
職
員

（
保
育
士
）
登
録
者

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

◎
駄
倉
保
育
園

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
国
家
公
務
員
採
用
�
種
（
税
務
）

　

誰
で
も
利
用
で
き
る
温
水
プ
ー
ル
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

健
康
を
維
持
す
る
面
か
ら
も
、
温
水
プ
ー
ル

に
対
す
る
要
望
は
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
し
、
市
議
会
で
も
平
成　

年
９
月

１２

７
日
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
「
温
水
プ
ー

ル
建
設
に
つ
い
て
の
実
現
に
向
け
て
の
陳
情
」

が
採
択
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、

高
齢
の
方
た
ち
の
体
に
対
す
る
負
担
の
少
な
い

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
の
た
め
の
用

地
取
得
は
困
難
で
す
し
、
建
設
費
も
巨
額
に
の

ぼ
り
、
か
つ
そ
の
維
持
に
も
膨
大
な
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

他
市
の
例
で
は
用
地
費
を
除
く
建
設
費
だ
け

で
も
、
５
〜　

億
円
（
設
備
や
機
能
に
よ
っ
て

２１

大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
）
を
要
し
、
維
持
管
理

経
費
も
年
間
約
１
億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
市
財
政
の
最
も
厳
し
い
時

期
に
あ
た
る
現
在
、
着
手
す
る
こ
と
は
困
難
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
市
財
政
の
状
況
を
見

な
が
ら
機
会
を
見
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

〔
ご
意
見
・
ご
提
案
〕

〔
市
長
回
答
〕

◎
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

和泉児童館

�


